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藤 田 芳 夫
一 本 書 の 目 的
1950年代 の中頃か ら 出現 した 電子計算機は 従 来の事 務活動 の外観 を一変
して しまった。紙 も帳簿 も机 もな く,磁 気 記録装置 を使用す る場合,記 録を
肉眼で読 む ことはで きない。 この新 しい世 界では,単 純 な 会 計事務労働に
従事 して きた人達ばか りでな く,内 部統制や外部監査の立場 か ら事務 処理活
動 の コ ン トロールに 関係 して きた 人達 の立場は ど うなるだ ろ うか。 これ ま
で の コントロール ・シス テム は この新 しい,し か も根本 的 な 変 革に適応 で
き るだ ろ うか,と い う問題がお きる。C.P.A.でLybrand,RossBros・&
Montgomeryのパ ー トナーであ るFelixKaufmanはそ の著ElectronicData
ProcessingαnclAuditingによって こ うした問題 に答 え よ うとしてい るのであ
る。
彼 に よれば,EDPと 内部統制 ない し監査に関す る文献 は乏 しいだけで な
く,そ の大部分は一般的 な議論を 出ていない。 またEDPの 影響 を余 り劇的
に描 きす ぎてい る もの もあ る。そ こで 内部統制や外部監査の如 く,資 料 処理
シス テムの コン トロールに関係す る人間 の立場か ら,EDPシ ステ ムと他 の
方法のちがいを明 らかに し,従 来 の コン トロール技術 に如何な る影響 を及 ぼ
すかを明 らかにす る必要が生れ る。 これ が本 書の 目的で あ る。 とKaufman
は のべ ている。
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二 本 書 の 構 成
本 書は一〇章 か らな るが,大 別 して五つの部分 か らな る と考 え うる。
第 一の部分は,第 一章 か ら第三章 までで,電 子 計算機 シス テムの基本用語
と機械的性質を極めて簡単 に説 明 し,シ ステム として どんな風に働 くかを概
説 した部分(一 ・二章)と,電 子計算機資料 処理 システ ムを計画す る際使 用
す るフ ローチ ャ・一トの意義 を説明 してい る部 分(三 章)か らな ってい る。
この第一 の部 分は,い わ ばEDPシ ステ ムの予備知識を与 えるのが 目的で
あ る。 しか し,第 三章で扱 ってい るフ ローチ ャー ト(プ ロセス ・フ ローチ ャ
ー ト,コ ソピ ューター ・フローチ ャー ト,プ ログラム ・フローチ ャー ト)は
EDPシ ス テムの単 な る予備知識 として扱 ってい るので はない。それは まつ
第一・に,経 営者 ・資料 処理活動 の コソ トロール関係者 お よびEDP担 当者 と
い う三者間 に意志 の疎通 を図 るための第 一次的情報 源であ ること,ま た さ ら
に,手 続 きについての人間 の知識 と例外を処理 し うる人間の能力 に依存 して
いた伝統 的 シス テムか らEDPシ ス テムに移行す る際,EDPシ ス テム内に
イ ンターナル ・コン トロールのため,ど の よ うな措置を組 込んだか とい うこ
とを正確に表示す る ものであ る,と い う点に重要 な意義 をみ とめてい るので
あ る。 また,こ うした点か ら自動 コーディ ング方式 の意義 を高 く評価 してい
る。
第二 の部分 は第四章 と第五章であ る。EDP会 計 システ ムに おけ る監査を
問題にす る際,ま ず第 一に,従 来の システ ムがEDPに よ りど う変 わ るか を
明 らかに しなけれぽ な らない。 このためKaufmanはか な り大規模 な機械組
織 を もつEDPシ ステ ムを仮定 し,主 要な会計活動領域 を高度に 自動化す る
場合 のパ ターソを画 こ うとしたのが,こ の部 分であ る。
EDP会 計 システムの一般 的 なパ ター ソを明 らかにす るためKaufmanが
使用 した方 法は,A・1・C.P.A・が1949年に発表 した"In七ernalControl"tlこ
よ り,そ こに示 された会計活 動の主 要な領域 をそれ ぞれEDP化 す るとい う
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方法で あ る。Kaufmanは本書 の第四章で賃金 計算 と販売会計 のEDP化 を
と りあげ,第 五章で購 買会計,売 掛金,買 掛金お よび現金 処理活動 のEDP
化 を扱 ってい る。
)本 書 を構成 す る第 三 の部分 は,EDPシ ステムの正確性 を保証す る基本的
方法 としての 「リダソダンシーの役割」に ついて論 じてい る部分で あ る。
Kaufmanによれ ば,EDPシ ステムにおけ る正確性 の保証 は,こ の リダ
ソダ ソシーの原理を機械設 計に組み入れ たハ ー ドウ ェアの正確性(第 六章 の
前 半)と,こ れを プ ログラムの中に組み入れた ソフ トウヱアーの正確性(第
六章後 半及 び第 七章)の 二 つの面 か らな る。ハ ー ドウ ェアーの正 確性 は固定
的で あ るが,ソ フ トウ ェアーの正確性は プ ログラマーの 自由で あ り,本 書 は
当然 これ を重視す ることに なる。
第 六 章 の 後 半 はValidMemberCheck,CombinationCheck,Code
Redundancy,FileMatching,MagnitudeCheck等プ ログラムに組 み入れ う
る技術 を説 明 し,第 七章は データの保全 上注意すべ き問題を論 じてい る。
か よ うにEDP機 械 組織それ 自体の正確性 お よび処理 され る個 々の データ
な らびにデ ータの集合体 としての フ ァイルの正確性 が いかに して保持 され る
かを論 じることに よ り,現 在 のEDPシ ステムが従前 のいか なる資料処理 シ
ステ ムも持 ちえなか った未 曾有の正確性 を達成 した ことを明 らかに した後,
Kaufmanは本 書の核心 をなす 第四 の領 域に進 んでい る。
第四 の部分は,従 来の内部統制技術がEDPシ ステムにおいていかな る影
響 を受 け るかを論 じてい る第 八章 と,こ れ まで の監査には なか った新 らしい
問題 としてEDPシ ス テムの監査に おけ る資料 の照合追跡手段(audi七trail)
をあつか ってい る第 九章であ る。
EDPシ ステムの もとで内部統制 シス テムの性格が如何 なる ものにな るか
とい うことは監査の立場 に とって,き わめて重 要な問題であ る。
Kaufmanは内部統制 とEDPシ ステ ムは 分離 しえざるもので あ る(七he
inseparabilityofinternalcontrolproceduresfromtheelectronicdata
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processingprocesses)とい う見地に立 ってい るので あ るが,そ れは,実 は彼
が 内部統制 とEDPシ ス テムとの本質 的な親和性 ない し,伝 統的 内部統制 方
法に対す るEDPの 代替可能性 を考 えてい るか らに他 な らない。す なわち,
内部統制 の会計管理(な い し勘定管 理)的 側面 と経 営管理的側面 とい う二 つ
の面 が ともにEDPに よって大 き く自動化 され,EDPシ ステ ムが コソ トロ
ールの中枢を 占め るはずであ る と考 えてい るか らで あ る。
彼 は こ うした観点か ら,再 びA・1.C.P.A・の"InternalControl"セこよっ
て伝統 的な内部統制技術 を五つに分類 し,そ の各 々がEDPシ ステ ムで 自動
化 され不 要にな るか,修 正 され るか,そ れ と もなん ら変化 しないかを検討 し
てい るのであ る(第 八章)。
EDPの 出現が広義 の内部統制 システムに いかな る影響 を及 ぼす か とい う
本 質的な問題 とともに,磁 気的記録装置に行 なわれ る記録が眼に見えず,し
か もこ うした記録装置 が反覆使用可能 であ るとい うEDPシ ステムの特徴 は
従 来 の監査では意識 され なか った記録の照合 追跡手段(audi七trail)を新 た
に意識 させた のであ る。
のみな らず,従 来 の会計 システムで は監査料金 以外に,監 査活動 その もの
が企業 に と りどれ だけ 負担 にな るかを 考慮す る 必 要はなか った。 しか し,
EDPシ ステ ムで は監査活動に必要 な資料を要求す る場合 に,そ の こと自体
が企業 にかけ る費用 負担 を考慮 しなければ な らな くな る。 したが ってEDP
シス テム以外の慣行 的 システ ムでは容 易に要求 しえた資料 も,EDPシ ステ
ムでは これを入手す るために予め周到 な注意 と計画 が必要に な る。第九章 は
こうした諸 条件 を前提 とした上で,EDPシ ス テムの監査に おけ る歴史的記
録の保 存 とその照合追跡技術を論 じている。
本 書の第 五の部分(第 一〇 章)は 本書 の結論であ る。
Kaufmanが第 一にあげてい る点 は,EDPシ ス テムでは システム ・プラ
ソニ ソグの最初か ら内部統制 の評価 を並行 して行 ない,EDPシ ステムその
ものを内部統制的に完全 な ものに しておかねば な らない,と 言 う点であ る。
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何 故な ら,EDPシ ス テムにおいて内部統制 シス テムを事 後的に評価す るこ
とは不合理不経済 で あ るだけでな く,実 質的に非常 に 困難 であ るか らで あ
る,と い うのであ る。
彼 が第二 にあげ てい る点は,EDPシ ス テムに よって内部統制 の会計管 理
的側 面 と経営管理的側面 の両面が ともに影響 され,ル ーチ ン的 デシジ ・ン ・
メイキ ングはEDPシ ス テムに吸収 され るで あろ う。EDPシ ステムが将 来
益 々発展すれば,監 査 もまた コソピュータ・一に よる自己監査(self-auditing)
にな るであ ろ うとい う見通 しであ る。
しか し,EDPシ ス テムが どの よ うに進歩 しよ うと,「 何がお きたか を知
る手 段が必要な ことに変わ りはない」。 さ し当 り,例 外管 理(management
byexception)の原 理に したが ってプ リソ ト ・ア ウ トされ る資料 を利用 して
監査を行 ない うるよ うな監査方法を工夫 しなけれ ばな らない。 しか し,「 わ
れわれ の将来 の 目標 は,あ らゆ る情報をそ の処理 システ ムに一番適 した媒 体
のなかにそ の まま残 してお きなが ら,し か もなお適切 な アクセス方法で監査
人の必 要を満 し うるよ うにす る ことであ る」,こ れが 彼 の 第三 の 結論で あ
る。
三 批 評
以 上 が 本 書 の 目 的 と構 成 で あ る 。
と こ ろ で,G.M.Boniの 論 文"lmpactofElectronicDataProcessing
onAuditing"(JournalofAccountancy,sept.1693)及びPorterの 論 文
"EvaluatingInternalcontrolinEDPsystems"(JournalofAccountancy
,
Aug.1964)に よ れ ば,EDPシ ス テ ム の 監 査 に は 二 つ の ア プ ロ ー チ,す
な わ ち 「コ ン ピ ュ ー タ ー の 周 辺 を 監 査 す る 」 ア プ ロ ー チ("arroundthe
compu七er"approach)と 「コ ン ピ ュ ー タ ー に よ り 監 査 す る 」 ア プ ロ ー チ
("throughthecomputer"apProach)があ る 。
い ま,こ の 区 別 に し た が え ば,1(aufmanは コ ン ピ ュ ー タ ー に よ り監 査 す
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る方法の可能性 を認 めてはいるが,本 書の所 説に関す るか ぎ り,そ の態度は
基本的 に 「コソピューターの周辺を監 査す る」 アプ ローチに属す ると言 え よ
う。
しか も,こ うした コソピ ュー ターの周 辺を監査す るアプローチについて も
具 体的 な監査 プログ ラムに ふれ る ことを意 識的に回避 してい るのであ る。
この理 由 として彼 自身が指摘 してい る点は,1.い まだEDPの 適 用範囲
が狭 く,2.綜 合 的な資料処理 の段階か らはは るかに遠 い こと,3,新 しいパ
ターンを樹立 し,古 いパ ターソをそれ に切替 えるには時間が必要であ る,と
い う三つ の理由であ る。
換言すれば,彼 が本書を発表 した1961年現在 では,EDPは まだ監査実
務に大 きな影 響を与 えていなか った。 したが って,新 しい監 査を うんぬ んす
るには時期 尚早であ り,か りに企図 して も抽象論にな らざるをえない。 こ う
してKaufmanは純理論的な アプ ローチを行 ない,EDP会 計 システ ムの監
査のための暫定的 な フ レイ ム ・ワー クを設定 しよ うとしたのであ る。
しか し,こ の謙虚で理論的な態度は,Kaufman自身 のEDPシ ステ ムに
対す る進歩 的な態度に も拘 らず,行 文の明快 さを欠かせ,内 容 の理解を必 ら
ず しも容 易では ない ものにす る原因になっている よ うに思われ る。
す なわ ち,第 一の欠点 は,端 的に言 って,コ ンピューターは監査の敵 か味
方か,と い うことが 不 明確 な ままに なって いる 点であ る。 コンピュー ター
は,監 査上,そ の特性 に しぶ しぶ したがわなけれ ばな らない邪魔物なのか,
それ ともコ ソピュー ターは味方で,そ れ に よって監査が一層 充実す る ものな
のか とい う点 を不 明に しておい ては,EDPシ ステ ムに対す る進歩 的な態度
も言葉だけ の ものにな り終 らざ るをえない。
この1(aufmanの欠陥は,実 は 「コンピューター に よる 監 査の方法」 と
「コ ソピューターに よ らず,そ の周辺 を監査す る方法」の二 つを対比 させ,
それ ぞれ を具 体化す る段 階に まで進 んでいない,と い う欠点 に結 びつ くもの
であ る。 しか し,こ の点 は本書 のパイオ ニアー的性格か らしてやむ をえない
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点であろ う。
第二の欠点は,上 述の欠点 と関連す ることであるが,本 書の内容がほ とん
ど資料処理のコソトロールに限定されていることであ り,しか も余 りに包括
的であるため,個 々の事項の説明が不足 し,平 板になっている点である。
そ して最後に 感ぜざるをえない 疑問は,監 査 と直接 の 関係はないけれ ど
も,コ ソピューターの能力と可能性に対す る信頼が余 りに も楽天的にす ぎな
いだろ うか,と い う疑問である。可能性 と現実の区別を もっと明白にす る必
要があったのではないだろ うか とい う点である。
Kaufmanの本書は,上 述 した ような点で不充分さがあることを認めなけ
ればな らないだろ う。 しか し,本 書はEDPシ ステムが会計なかんつ く監査
におよぼす影響を冷静に,し か も進歩的な態度で分析 した先駆者的業績 とし
て,そ の意義を高 く評価 され るべ きものであろ う。
●
